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荒川清秀先生に聞く?
——中国語との出会いから愛知大学へ——?
?
?
愛知大学東亜同文書院大学記念センター研究員? 石田?卓生?
?
はじめに?
? 荒川清秀先生の中国語教育、研究に関す
る活動については、御著書の『体験的中国
語の学び方——わたしと中国語、中国とのか
かわり』（同学社 ???? 年）や『中国語を歩
く——辞書と街角の考現学』（東方書店、????
年）、『中国語を歩く——辞書と街角の考現学
〈パート ?〉』（東方書店、???? 年）、『中国
語を歩く——辞書と街角の考現学〈パート ?〉』
（東方書店、????年）に詳しいが、今回の
聞き取りでは、先生が中国語に取り組まれ
た時期から、愛知大学に赴任された頃まで
を中心にお話をうかがった。?
? なお、文中の〔? 〕は聞き手による。?
?
荒川清秀先生略歴?
????年 ?月?兵庫県養父郡八鹿町（現・養父
市）八木の生まれ?
????年 ?月?大阪府立茨木高等学校入学?
????年 ?月?大阪府立茨木高等学校卒業?
???月?大阪市立大学文学部入学?
????年 ?月?香坂順一氏主催「愚公会」補講
助手?
???? 年 ? 月?大阪市立大学文学部国文・中
文学科中国文学専攻卒業?
???月?大阪市立大学大学院文学研究科中国
文学専攻修士課程入学?
?「愚公会」講師?
???? 年 ? 月?大阪市立大学大学院文学研究
科中国文学専攻修士課程修了?
???月?大阪市立大学大学院文学研究科中国
文学専攻博士課程入学?
???? 年 ? 月?大阪市立大学大学院文学研究
科中国文学専攻博士課程単位取得満期退
学?
???月?愛知大学教養部講師?
????年 ??月?愛知大学中国訪問代表団参加?
????年 ?月?北京語言学院（現・北京語言大
学）日本語教員（愛知大学派遣 ????年 ?
月迄）?
????年 ??月?北京社会科学院研究生院学術
交流（北京－上海－香港）?
???? 年 ? 月?北京日本学研究センターへ国
際交流基金派遣（日中対照言語論? ?カ月
間）?
????年?大阪市立大学、博士（文学）、愛知
大学国際コミュニケーション学部教授?
????年 ?月?日本中国語学会副会長?
???? 年 ? 月?中国語教育学会会長、愛知大
学地域政策学部教授?
????年 ?月?中国語教育学会顧問?
???月?第 ??回中華図書特殊貢献賞受賞?
?
Ⅰ中国語との出会い?
──? 荒川先生はもともと東洋史を専攻さ
れていたと、以前、おうかがいしたことが
あります。?
荒川：大阪市立大学の文学部は、入った時
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は専攻を選びません。1年生の終わりに選ぶ
んですが、最初、ぼくは東洋史を選択しま
した。 
── では、もともとは歴史を研究しよう
とされていたのですか。 
荒川：そうです。それは高校時代に決めて
いました。大学の東洋史には重田徳 1という
先生がおられました。早くに亡くなられて
しまったのですが、1年生の時、重田先生の
授業を受けました。 
── それが面白く、東洋史を選択された
のですね。 
荒川：そうですね。おもしろかったし、刺激
的だった。とても議論好きな先生でした。
先生は明清の社会経済史を研究されていて、
ぼくもそういう道に行くかなと思っていた
のだけれど、なかなかその道でやっていく
のは大変だった。先輩がお金のある人ばか
りで、そういう資産家の息子さんみたいな
先輩に結構ごちそうになったのだけれど、
そういう生活をしていてはだめだなと思っ
たのです。お金がなくてもできることをし
ないといけない。それで語学をやったとい
うことがあります。藤堂明保先生〔元東京
大学教授〕もどこかで、そんなことを言っ
ていました。 
── それは先生の世代だと、やはり左翼
運動が盛んだったということと関係がある
のでしょうか。 
荒川：ええ。大阪市立大は盛んでした。 
── 先生も、そういう影響をお受けにな
っていたのですか。 
荒川：家がそんなに金持ちではなかったと
いうことがあります。もちろん、そういう
勉強はしましたよ。ぼくらの頃というのは、
                            
1 重田徳（しげた・あつし、1930–1973）大阪市立大学助教授。専門は明清社会経済史。著書に『清代社
会経済史研究』（岩波書店、1975年）がある。 
やっぱり、大学に入ったらマルクス主義で
す。マルクス、レーニン、例えば『空想から
科学へ』とか『共産党宣言』とかね。そうい
うのが必読書でした。 
── 先生は、以前、昔は中国語を勉強す
るというだけでも、ある一定の政治的傾向
があるように見られるとおっしゃっていま
した。 
荒川：中国語をとったのは、本当に偶然と
いうのか、人がやらないことをやりたいと
いうことでした。 
── 中国語をやられたのは政治的な思想
信条とかとは別ということでしょうか。 
荒川：そんなに政治的ではないし、先鋭的
でもなかったです。人がやらないことをや
ろうと思っていたのです。だから、中国語
を選んだ時は中国語を専攻して、今のよう
になるということまでは全然考えていなか
ったですね。 
── 先生は、英語はもちろんですが、ド
イツ語やフランス語、朝鮮語もやられてい
ますし、もともと語学に興味がおありにな
ったということでしょうか。 
荒川：そうですね。言葉には興味があった。
荒川清秀教授 
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東洋史でちょっとやっていけないなという
ことを感じたし、当時、社会科の先生にな
るのも厳しかった。 
── 周りに台湾からやってきた方とか、
中国語ネーティブのような方がいたような
ことはなかったのでしょうか。 
荒川：ぼくらの時の中国人の先生というの
は台湾籍の先生が一人いただけです。 
── 大阪市立大学の教員ですか。 
荒川：ええ。その先生は中国語がとてもき
れいでした。奥さんは日本人でした。その
先生に中国語の発音を習いました。後、白
水社の中国語ソノシートというのがあって、
それを中川正之さんからお借りして聞いて
勉強しました。 
── 中川先生とは幼なじみとうかがった
ことがあります。 
荒川：ぼくはもともと大阪の港区にいたの
ですが、小一の時に吹田に引っ越しました。
同じ時期、そこに引っ越してきたのが中川
正之さん〔神戸大学名誉教授、立命館大学
特別招聘教授〕で、たしか尾道から来たの
だったと思います。小学校の頃ですから、
いまだに正之兄ちゃんと言ってしまいそう
になります。中川さんは「きよひでちゃん」
というのが楽そうです。彼がよく言うのは、
何かあるとぼくはかれの後ろについていた。
それから庭の池で一緒に遊んだとか、そう
いう記憶はあります。当時の住宅は府営住
宅だったのでが、二戸一で壁が真ん中にあ
るだけで一緒なんです。隣の声も聞こえる
くらいでした。中川さんのところは印刷所
をしていたので、ぼくはそこの校正のアル
バイトをさせてもらったりもしました。ぼ
くは茨木高校というところに行ったんです
が、それもやっぱり彼の影響があると思い
ます。大学に進学する時に大阪市立大学と、
滑り止めに学芸大かどこかを受けようと思
っていて、市大に合格したのでよそは止め
たのですが、彼からは大阪外大を受ければ
いいのにとか言われたことがありました。 
── 学芸大も視野にあったということは、
教員志望が強かったのですか。 
荒川：教員というのはありました。ただ、教
員の道もかなり難しいというのがわかった
し、中国語を選んだことには中川さんの影
響というのもあったと思う。ぼくらが大学
1年の時には、いわゆる大学闘争というのが
あって 1 年の後期の授業がなくなってしま
いました。 
── 大阪市立大学の大学紛争が一番激し
かった時期ですね。 
荒川：1年の時からそういう風で、ベトナム
反戦運動や文革もあった時です。時代的に
は面白かったのではないかと思います。ぼ
くは自分のことを左翼とおもったことはな
いです。シンパではあったけどね。ただ、全
共闘とかそういうのはかなり暴力的な面も
あったので、そこにはちょっと反感を持っ
ていましたね。共産党の民青〔日本民主青
年同盟〕に直接関わったわけではないです
が、民青のデモについていったことは 1 回
あります。 
── 私の叔父も大学紛争盛んな頃に大学
に行っていましたが、彼は大学生のデモは
アルバイトと同じでお金がもらえたから参
加したと言っていました。 
荒川：いやいや、ぼくは自主的に行きまし
た。ただ、それも 1 回だけです。あまり政
治的に動かなかったです。文革とか、そう
いうものに対して心情的に共鳴していたけ
れど、かといって「毛沢東万歳」とか言う気
もなかったし、言いたくもなかった。それ
は自分の心の声じゃないと思っていた。 
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── おうかがいしていると、大学紛争が
激しい世代にあって、先生はとても冷静で
いらしたように見えます。 
荒川 冷静というか、おそらく親の影響だ
ったのではないかな。貧乏人の子供は革命
に走らない。自分自身も政治的なことに何
か夢中になってやるということにはならな
かった。 
── 中川先生は、大学院の時の荒川先生
は港に行っては中国人の船員と中国語でし
ゃべっていたとおっしゃっておられました。 
荒川：そういう募集があったのです。訪船
しますよという。それは、おそらく愚公会
という講習会にそういう話が来た時のこと
だと思います。 
── 先生は、昔は、中国語での受け答え
方が大体決まっていて、こういう風にしゃ
べったら、こういう答えが返ってくるとい
うのが想像できたけど、自由化されてくる
とだんだんと向こうの人も自由に話すよう
になってきたと、以前、お書きになってい
ました。 
荒川：そういうことを書きました。大体ね、
そういう型通りの会話しかしなかったので
す。そういう時は通訳も楽でした。学部の
頃に話を戻すと、2 年生で東洋史を 1 年や
って、その最後の辺りで中国語専攻に変わ
ったわけです。その時は、中国語専攻は１
人しかいなかった。本当に１人しかいなか
った。文学部は 120 人だったと思うけど、
その中で中国語専攻は１人しかいなかった。
それくらい人気がなかったのです。そこに
東洋史からぼくと法学部から一人移って３
人になりました。法学部の彼はよくできま
したが、香坂順一先生〔大東文化大学名誉
教授〕と合わず、高校の先生になりました。 
 
Ⅱ中国語研究へ 
── 香坂順一先生が、その当時の主任教
授でしょうか。 
荒川：そうです。宮田一郎先生〔北陸大学名
誉教授、元大阪市立大学教授〕は、もうちょ
っと後でおみえになった。香坂先生以外に
も望月八十吉先生〔大阪市立大学名誉教授〕、
本田済先生〔大阪市立大学名誉教授〕等が
いらっしゃいましたが、香坂先生が中心で
したね。 
 2年生の時は東洋史専攻だったので、『史
記』とか歴史書講読の授業がありました。
大阪市立大には東洋史の有名な先生がいら
っしゃった。今もご健在の佐藤武敏先生〔大
阪市立大学名誉教授〕とか、中山八郎先生
は清代だったかな、有名でした。中国文学
も増田渉先生が有名でした。増田先生は、
当時はもうすでに関西大学に移っておられ
て直接は習うことはできませんでした。ぼ
くが 2 年生の終わりに東洋史から中文に専
攻を変わりたいというと、香坂先生が気持
ちよく受け入れてくれました。ちょうど 3
年生の 4 月ぐらいから、香坂先生は「愚公
会」という中国語学習会を立ち上げました。 
 中文専攻では、毎年、夏合宿があって、3
年生の時は福井でした。山奥の小学校を借
りてやりました。その時に魯迅の『阿 Q 正
伝』、後に光生館から注釈本が出ますが、そ
の原稿を持ってきて皆にやらせながら問題
点をチェックしていました。その合宿の時
に、香坂先生から「一生中国語をやる気は
あるか」と言われました。 
── 荒川先生が大学院生の時に香坂先生
は北京に行かれていますね。 
荒川：そうなんです。修論を書いていると
きには香坂先生は北京に行っていました。
修論のテーマとか全く相談なしです。 
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── 修論をお一人で仕上げたのですか。
それはすごいです。 
荒川：香坂先生は帰ってきた時に褒めてく
れましたけどね。修論の原稿は活字にはし
ていないですね 2。 
── 関西におられる間は、中国語を本格
的に始めてから愛知大学に赴任されるまで
は一貫して「愚公会」にいらしたのですか。 
荒川：そうです。その「愚公会」の 7 年が
ぼくを育ててくれた。大学の方は補講助手
で、発音のしおりみたいなのを作って、そ
れを使って発音指導をしていました。 
── 大学院に上がられてからは「愚公会」
の講師をされておられたのですね。 
荒川：そうです。その時代は修士課程でも
大学で教えることができました。龍谷大学
に世話してもらって、そこで 3 年教えまし
た。だけど、ぼくの中では「愚公会」の存在
というのはとても大きいです。 
── 愚公会に中国語を勉強しに来られる
のは、どのような方だったのでしょうか。 
荒川：若い人もいたし、中高年の方もいま
したね。年上の方々にはとてもかわいがっ
てもらいました。その頃、全国的な中国語
教育運動みたいなものもあったし、『愚公』
という冊子も出していました。 
── 宮田一郎先生は、荒川先生が学部の
時に大阪市立大学に赴任されてこられたの
ですか。 
荒川：ええ。 
── 宮田先生は東亜同文書院大学のご出
身ですが、授業の中で同文書院のことや後
身の愛知大学について何かしらお話があっ
たりしたのでしょうか。 
                            
2 荒川清秀「並列格複音節語の意味構造——中国語意味論試論」大阪市立大学大学院修士論文、1974年。 
3 中国文字改革委員会詞滙小組编『漢語拼音詞滙』増訂稿、北京：文字改革出版社、1963年。 
荒川：多少されたと思いますが、あまり記
憶はありません。宮田先生についてよく覚
えているのは、いつも『漢語拼音詞滙』
（増訂稿）3を持ってきておられたことで
す。これは、そのことばが共通語かどうか
を見る辞書です。 
── 関西地方ですと、追手門学院大学の
阿頼耶順宏先生〔追手門大学院大学名誉教
授〕も東亜同文書院出身です。 
荒川：名前は知っていますが、お会いした
ことはないです。ただ、坂本一郎先生には
習っていますよ。関西大学で上海語の授業
をしてらっしゃいました。 
── 坂本先生は神戸外国語大学を退職さ
れた後に関西大学へ赴任されています。 
荒川：当時、佐藤晴彦さん〔神戸市外国語大
学名誉教授〕に誘われて授業を何カ月間か
受けに行きました。「もぐり」の学生でした
が、教材までもらいました。神戸外大には、
太田辰夫先生〔神戸市外国語大学名誉教授〕
や長田夏樹先生〔神戸市外国語大学名誉教
授〕がいらっしゃったのですが、そこにも
潜り込んで何年か聴講しました。2年ぐらい
は聴きに行っていたのではなかったでしょ
うか。 
── 関西の方では、そのようにあちこち
聴講できたのですね。 
荒川：けっこう自由な雰囲気でした。太田
先生というのは皆に当てないのです。自分
で訳していって、ここは面白いね、と言っ
てうれしそうに笑う。そんなふうに授業を
進めていくんです。そんなふうに自由な雰
囲気の中で勉強していました。ただ、あの
頃というのは、自分で本格的に研究すると
いう感じではなかった気がします。香坂先
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生が北京に行かれている間にぼくは使役の
問題について論文を書いていますが、その
頃からようやく文法に目覚めてきたという
感じです。 
── それは、香坂先生の授業を受けて、
その後、ほかの学校の授業を受けたら、着
眼点が違うとか、方法が違うとか、そうい
ったところで視野が広がったということで
しょうか。 
荒川：そういう機会を持ったのは日中対照
言語研究会に誘われて発表したりするよう
になってからです。湯谷温泉で開かれた研
究会が最初だったかな。 
── 新城の湯谷温泉ですか。 
荒川：ええ、そこで合宿をしたのです。大河
内康憲先生〔大阪外国語大学名誉教授〕や
日本語学の寺村秀夫先生〔大阪大学教授〕
がいらした。中川正之さんはもともと知っ
ていたけど、木村英樹さん〔東京大学名誉
教授〕とか杉村博文さん〔大阪大学名誉教
授〕、古川裕〔大阪大学教授〕さんとはそこ
で知り合いました。皆、夜通しで文法の話
をしていましたが、その当時、ぼくはつい
ていけなかった。 
 
Ⅲ愛知大学 
── 先生が修士を取られ博士に上がって
から愛知大学に赴任されるのは 1977 年で
す。愛知大学の教員になろうという志望動
機というか、理由というか、どのような思
いやお考えをお持ちになっていたのですか。
先ほどの東亜同文書院出身の宮田一郎先生
や坂本一郎先生とのお話からすると、東亜
同文書院や愛知大学について明確なイメー
ジのようなものもなかったようですが。 
荒川：愛大が中国研究で有名だということ
は知っていました。ぼくは実は愛大を一度
応募して落ちているんです。これはいろい
ろ理由があったようで、その後は採用を見
合わせていたのです。 
── 先生が赴任される前に『中日大辞典』
が出ています。 
荒川：あれは 1968年でした。ぼくが愛大に
応募しようしていた時、ちょうど学会で発
表したんです。「命令の間接化」というテー
マです。その時に愛大の先生方が皆来られ
たようです。 
── 鈴木択郎先生や内山雅夫先生などで
しょうか。 
荒川：鈴木先生も来ていたと思います。ぼ
くが愛知大学に来るのに後押ししてくれた
のは森博達さん〔京都産業大学教授〕とい
う方で、後に『日本書紀』の音韻の研究で金
田一京介博士記念賞を受賞されています。
この方は、大阪外大出身で、辻本春彦先生
〔大阪外国語大学名誉教授〕の学生です。
辻本先生は大阪市立大にも教えてみえられ
ていて、音韻論とか説文の段注〔段玉裁注
『説文解字注』〕とかを読んでもらったりし
ていたので、そこでつながってくるのです。
だから、森さんが推してくれたと思います。
その学会が終わって一週間ぐらいしたら面
接に呼ばれました。やったと思いましたね。 
── 愛知大学名誉教授の今泉潤太郎先生
にお話をうかがったら、愛知大学の中国語
教員はもともと全員が東亜同文書院卒業生
で占められており、それ以外では愛知大学
卒業生の今泉先生が初めてでいらした。極
力、部外者は入れない「同文村」と言うよう
な雰囲気があって、全くの部外者は陶山信
男先生〔愛知大学名誉教授〕が最初だった
そうです。荒川先生が赴任された頃にも、
そういった雰囲気や、関西にいらっしゃる
頃にそうした話やイメージが伝わっていた
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ようなことはありましたか。 
荒川 ぼく自身は感じたことはありません。
「同文村」に入っていくという意識は全然
なかった。愛大に来る前に日中同形語のこ
とを書いていた。用語集みたいなものです 4。
愛大は辞書を作っていましたから、それが
評価されたと思います。だから文法の「命
令の間接化」というのは面白いと思ってく
れたかどうかはわからないです。それは学
会誌に載せてもよかったのですが、香坂先
生が作っていた『中国語研究』という雑誌
に載せました 5。香坂先生がご自分のお金を
出して院生のために発表の場を与えようと
してくれた雑誌です。この論文はけっこう
引用されることが多いです。学会の後に外
大に呼ばれてもう 1 回発表することになり
ました。伊地智善継先生〔大阪外国大学名
誉教授〕が、学会で面白かったのがいるか
らというので、たしか雨堤千枝子さん〔京
都産業大学教授中川千枝子〕もいっしょだ
ったと思います。もう一回、外大で発表し
たわけです。その時は、敵地に乗り込むよ
うな気持ちで行ったのですが、悪い雰囲気
ではなかったです。伊地智先生や大河内先
生とことさら親しくさせていただいたわけ
ではないんですが、それなりに評価しても
らったのではないかなと思っています。大
河内先生が編集された日本人研究者の研究
成果集『日本近、現代漢語研究論文選』（北
京語言学院出版社、1993年）にも声をかけ
てくれました。これに入れてもらったのは
「漢語動詞意義中的階段性」です。この論
文は、なぜか最近になって中国でよく引用
されています。中国の研究者にも読まれて
                            
4 荒川清秀「日中同形語について」『中国語教育』第 4号、中国語教育研究会、1975年。 
5 荒川清秀「中国語における「命令」の間接化について——“叫（rang）”についての一つの視角」『中国語
研究』、1977年。 
います。最初から中国語で書けばよかった
のですが、これは関西外国語大学教授の靳
衛衛氏に訳してもらいました。それ以降は、
何回か中国語で発表したり書いたりしてい
ます。 
── ある先生が、日本語よりも中国語で
書いた方が読者は多いかもしれないから、
なるべく中国語で研究成果を発表したいと
おっしゃっていました。 
荒川：語学はそういう傾向が強くなってき
ました。日本語で書いて中国語に訳して紹
介してくれることは本当にまれなことです。
だた、中国語に関する研究については、日
本の読者というのはやっぱり多い。他の分
野、特に日本語学の人も読んでくれること
がある。中国語で発表しても、実際にどれ
だけ読まれているか。ぼくはどちらかとい
うと、日本の読者を念頭に置いています。 
 
Ⅳ愛知大学での中国語教育の取り組み 
── 愛知大学では『中日大辞典』の編纂
が行われていましたが、学内での中国語研
究や教育の取り組みはどのようなものだっ
たのでしょうか。東亜同文書院以来の伝統
というか、愛知大学として、授業のやり方
の指示だとか方針だとか、そういうものが
あったのでしょうか。 
荒川：指示はなかったです。 
── 教科書はどのようなものを使われて
いたのですか。 
荒川：教科書は指定がありました。 
── 愛知大学の教員が中心になって作っ
た『中文会話教科書』（大安、1964年）です
か。 
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荒川：それはもう使っていなかったです。
中国で出ていた教科書の日本語版でした。
それを教員２人で 1 クラスを教えるという
風にやっていました。ぼくは、途中から一
人で 1 クラスを持ちたいと言いました。こ
れには善しあしがあって、１人だけで担当
するとその人の色に染まりすぎるとか、教
員の負担が重いとかいろいろあるわけです。
だから、愛大は１人で１クラスを担当する
ことにあまり積極的ではなかった感じがし
ます。ぼくは１人で１クラスをやらせても
らったほうが一貫性を保てるので、それを
80年代からやってきました。 
── 愛知大学の前身校である東亜同文書
院の中国語授業は必ず日本人教員と中国人
教員がペアになって教えていましたから、
２人で１クラスというのが自然と行われた
のかもしれません。 
荒川：それもあるかもしれないし、一人で
やるのは負担が重いみたいなのがあったの
ではないかな。一人で担当するということ
は、そのクラスに対して全責任を負うこと
になるでしょ。２人だったら、どちらかが
補うとか、分け合うとかできますから。だ
から、どちらが良いと簡単にはいえないの
です。学生との相性もあるし。 
── 以前は２人で分担していたものを、
お一人で担当するとなると相当にお忙しか
ったのではないですか。 
荒川：教養部の場合は 10コマ近くをずっと
担当していましたが、1 クラス 2 コマ同じ
だと負担が減る面があります。 
── さて、愛知大学の『中日大辞典』との
関わりはどうだったのでしょうか。鈴木択
郎先生、内山雅夫先生といった東亜同文書
院出身の教員と愛知大学を出られた今泉潤
太郎先生といった方々が辞書の編纂をされ
ていたと思います。 
荒川：ぼくが赴任してきた時には内山先生
は亡くなられていました。ぼくは内山先生
の代わりです。辞書編纂は、日常の細かな
作業が中心で、大前提とか辞書論とかそう
いうのを議論したことはなかったです。い
わばルーティンの作業をやっていました。
ぼくは文献から用例を書き入れたりとか、
書き換えしたりしたのですが、戻されるこ
とも多かったです。 
── それは辞書に対する考え方の違いが
あるのでしょうか。例えば、先生が編纂さ
れた『東方中国語辞典』（東方書店、2004年）
は中国語学習のためのツールということが
念頭にあって例文が豊富です。 
荒川：そうですね。愛大の『中日大辞典』は、
「鈴木先生の辞典」ということがあったの
で、勝手にいじってくれるなみたいなこと
はあったと思います。それでも、今見ても
ぼくが入れた用例があちこちにあります。 
── 先生が１年生の学生に推奨していた
のは、倉石武四郎先生の『岩波中国語辞典』、
90年代に入ると『中日辞典』（小学館）等だ
ったと思います。 
荒川：『中日大辞典』は語彙が多かったし、
当時としては進んでいました。ただ、１年
生が使うにはちょっと荷が重すぎるだろう
と思いました。 
── それでも、荒川先生が赴任される前
や、ほかの先生は愛知大学の辞典を推薦し
ていたと思います。 
荒川：ええ。だけど、学習辞典ではなかった。
当時の版はもっと百科辞書的な項目が多か
ったと思います。そういうものに対しては
かなり情熱を注いで作られていた辞典です。
初版は、古い白話的なのも多かったと思い
ます。ぼくなんかは語学的なところに興味
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がありました。この語を実際にどのように
使うのかとか、ニュアンスを重視していた
のです。そういう点では、例えば、伊地智善
継先生の『白水社中国語辞典』（白水社、2002
年）は語の用法（文型）を重視しています。 
── 中国語の辞典では、品詞をどうする
のかということもあるのではないでしょう
か。各社の辞典を見ても、版によって品詞
を示していなかったり、示したりと、違い
があります。 
荒川：ぼくは、品詞を入れましょうか、と言
ったことがあります。結局は、そういうの
は訳でわかるようにしようということにな
りました。 
── 先生は愛知大学に赴任されて、しば
らくしてから、1982年に北京に留学されて
いらっしゃいます。当時は中国に行くのが
難しかったと思います。 
荒川：これは留学ではなく、日本語の教師
としての派遣です。これだと待遇が違うん
です。まあ、教えながら半分研修をさせて
もらいました。1982 年は長期でしたが 6、
その前、1980年にも学校の代表団で行きま
した 7。その時は、カメラマン、荷物持ち、
通訳を全部兼ねて行きました。通訳は今な
ら留学生に頼むのでしょうが、ぼくがいる
時はぼくがやりますと言って、通訳もやり
ました。学長などの通訳をすると本当に胃
が痛くなります。決まり文句や故事成語が
よく使われるもので、しょっちゅうやって
いればいくらでも出てくるのですが、たま
にやるとそういう決まった言葉が急には出
てこない。通訳は反応がはやくないといけ
                            
6 1982年 3月から 1983年 7月まで、交換教員として北京語言学院（現・北京語言文化大学）に愛知大学
より派遣された。荒川清秀、荒川由紀子「中国で子供を生み育てて」『国際問題研究所紀要』第 81号、愛
知大学国際問題研究所、1986年。 
7 1980年 10月、愛知大学代表団（団長久曾神昇学長等 6名）訪中。南開大学、北京語言学院間と「学
術・教育交流協定」締結。 
ない。でも、通訳は好きなほうでした。愛大
に来る学術講演の通訳も何度かしています。 
── 北京からお帰りになってから『用例・
用法初級中国語』（光生館、1985年）を出さ
れていらっしゃいます。 
荒川：そうですね。正式に出版する前に『初
級中国語』（私家版、1984年）を作りました。
中国から帰ってきたのは 1983 年の夏だっ
たので、次の学期は指示されていた教科書
を使って、次の年に試行本を使ったんじゃ
なかったかな。その後、試行本を改訂して
出しました。当時は、自分でテキストを出
す人が少なかったのでよく売れました。か
なりボリュームのあるテキストでしたが、
当時の中文専攻生はちゃんと消化していま
した。今ならとても使えません。 
── 鈴木先生がいらした東亜同文書院は
図 1 荒川清秀『初級中国語』（私
家版、1984年）表紙 
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上海にありましたが、教えていた中国語は
上海では誰も話していない北京官話、北京
語でした。そういう北京語絶対主義的なこ
とはあったのでしょうか。 
荒川：ありませんでした。教科書に載って
いる向こうの共通語をやるということで、
それほどうるさくなかったですね。ぼくは、
後で、これは北京語だ、これは南の言葉だ
とかなり言うようになりましたが、それは
後々に勉強したことです。鈴木先生はほと
んど何も言わなかった。 
 「普通话」〔中国語の標準語〕をやってい
るんですけど、その基本は北方語ですね。
自分の言葉も基本は北方語です。ただ、今
の「普通话」は南方語の影響がなかなか強
いです。 
──影響というのは、例えば『現代漢語詞
典』の改訂を見ると、軽声がなくなってい
るのがあったりしますが、そういうもので
すか。 
荒川：軽声とか、「儿化」とか、なくてもい
いじゃないかなというのはいくつもありま
すね。昔だと「电影儿」とかありましたが、
今は無理やりあんなしんどい発音をしなく
てもいいのではないかなと思います。「北京
語」愛好者からすると、「儿化」はなくては
ならないと思うかもしれないけど、だんだ
んと消えていくのではないかなと思ってい
ます。 
 だけど、教えるときは一応言いますよ。
「ちょっと待ってください」だったら「等
一下」というのは南方的な言い方だけど、
「普通话」としては、まずはこの言い方を
覚えればいい。けれども、北方に行くなら、
「等一会儿」とか「等会儿」を知っておかな
いといけない、と。 
 ともかく、愛知大学では、東亜同文書院
以来の「同文村」に入る意識はなく、自由だ
ったです。ぼく自身、不自由とか、自由とか
感じる以前に好きなようにやらせてもらい
ました。 
── 今日はありがとうございました。 
（2018年 8月 7日、愛知大学豊橋キャン
パス荒川清秀教授研究室） 
図 2 『初級中国語』第 3課本文 
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